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1 はじめに 
ことばのリハビリを行う言語聴覚士の養成

校では, 音響学（聴覚心理学も含む）の授業が

必修である。決められた授業時間内で臨床に

役立つような音響学を教えるのには言語聴覚

士がなぜ音響学が必要であるかについて考え

なくてはいけない。 
本発表では, 現役の養成校の言語聴覚士と

音響学教員が, 音響学・聴覚心理学で, 現状は

どのような知識を学んでいるのか, 今後どの

ようにすべきかについて意見を出し合い, 今
後予定している全国の言語聴覚士養成校の教

員対象のアンケート作成のための予備調査を

行った。その内容について報告する。 

2 言語聴覚士の音響学とは 
2.1 音響学で何を学ぶか？ 
言語聴覚士養成校のカリキュラムを決める

国家試験出題基準[1]では, 音響学は, A.音の

物理的側面（a.音の物理と心理 b.純音と複合

音 c.周波数, 位相、振幅 d.周期音、非周期音, 
過渡り音 e.音圧、音の強さとレベル表示（デ

シベル） f.時間波形と周波数スペクトル）B. 
音響管の周波数特性 (a.音波の伝搬 b.反射と

干渉 c.音響管の共鳴) C.音声生成の音響理論

(a.線形システム b.音源特性と基本周波数 c. 
声道の周波数特性・伝達特性 d.放射特性 e. 
ソース・フィルタモデル（音源フィルタ理論 
D.言語音の生成と知覚 (a.母音の音響特徴と

その知覚（フォルマント周波数）b.子音の音響

特徴とその知覚 c.連続音声の音響特徴とそ

の知覚)  E.超分節的特徴の音響特徴と知覚 
(a.アクセントの音響特徴と知覚 b.イントネ

ーションの音響特徴と知覚 c.音声区間の長さ、

ポーズ)  F.音声の音響分析 (a.音声の記録 b.
音声のデジタル音響分析の基礎 c.サウンドス

ペクトログラム d. 声、言語音声、談話の分析) 
である。 
また, 聴覚心理学は、A. 音の心理物理学 (a.

聴覚閾値, 痛覚閾値, 可聴範囲 b.弁別閾と比

弁別閾 c.大きさ（ラウドネス）d.高さ（ピッ

チ）e.音色 f.時間と時間的パタンの知覚) B.聴
覚の周波数分析とマスキング現象（a.聴覚フ

ィルタ・臨界帯域 b.同時・継時・中枢性マス

キング）C.両耳の聴こえ（a.両耳加算 b.両耳間

差と音源定位）D.環境と聴覚（a.音による環境

理解（聴覚情景分析・カクテルパーティー効

果）b.環境騒音（ロンバード効果など）c.聴覚

疲労と聴覚順応）である。 
2.2 授業で求められているもの 
養成校のカリキュラムにおいて, 音響学と

聴覚心理学は, 実際の臨床に関わる様々な専

門科目を学ぶための基礎科目として位置づけ

られている。つまり, それらの授業を理解す

るため, よりよい臨床を行うための知識であ

る。一般の大学で, 教養として, 単独で音響学, 
聴覚心理学を学ぶのとは違う。前述の国家試

験出題基準が何を示すかを正確に読み解き, 
言語聴覚療法の分野で使われる場面を理解し, 
シラバスに起こし, 授業を組み立てる必要が

ある。 
最も身近な例は, 音圧, 音の強さとレベル

表示の項目にあるデシベルである。言語聴覚

療法では, 3 種類のデシベル表示（dB SPL, dB 
HL, dB SL）を使用する。また, 騒音計の使用

において（dB (A), dB (C) )も必要である。これ

がどのように違い, どんな理由で, それぞれ

の場面で必要なのかを理解することが大切で

ある。 
しかしながら, これら知識は, 現在の臨床

では必要性が見えにくくなっている場合も多

い。補聴器の調整における dB SPL と dB HL
の換算も便利なソフトが結果だけを見せてく

れる。今, 自分が何をやっているかを知るた

めにも, 昔に戻って手計算し, ソフトに隠れ

た仕組みを知るという作業も必要であろう。 
2.3 専門科目につながる音響学 
分かりやすく臨床とつながって見える例以
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外にも, 専門科目での学びを助ける以下のよ

うな例もある。聴覚障害児の歪んだ音声を音

響分析すると, 過去の聞こえなかった範囲の

履歴が見えることが多い。どの範囲の音が聞

こえなかったかによって, 発話の音声の範囲

も決まってくるからである。聞こえた音は忠

実に再現できるからこそ, その音声になると

いうことだろう。 
音響学で, 音声の音響分析で音声を視覚的

にとらえることを学んだあとでは, このよう

な例を学生がよく理解できるようになるとい

う。このように考えると, 音響学, 聴覚心理学

の知識は, 今まであまり関係ないと考えられ

ていた, あらゆる臨床場面につながる可能性

を秘めている。 

3 音響学をどう使うか 
3.1 実際の臨床で使うためには 
これらの音響学の知識は実際の臨床ではど

のように活用されているのだろうか。前述の

ように, 隠れた音響学, 聴覚心理学の知識は

沢山あり, 重要であるのは間違えないが, 残
念ながら, 「音響学は臨床のどんな分野で使

われるのか？」という学生の質問に答えるの

はとても難しい。 
現状では, 音声障害など, 一部の分野にお

いて, 一部の高価な機材を使った「音響分析」

が行われ, また研究としての実験が行われて

いる。しかしながら, その他の多くの機関で

はなかなか実施が難しい。どんな状況でも手

軽にできることは何かということを考える必

要がある。 
3.2 音響学を臨床で使う工夫 
まず, 身近な例として, 今までストップウ

ォッチで行っていた時間の測定を, 音響分析

ソフトでやってみようという提案がある。時

間情報だけでなく, それぞれのタイミングで

どのようなことが起こっていたかなど, 自分

の耳では聞き落としていたことも, 気が付く

ようになる。これは音声を扱うすべての分野

で明日から使えるであろう。 
実験・分析結果を訓練に落とす試みもされ

ている。一般に日本語アクセントはピッチの

高低で付けられるが, 持続時間もアクセント

知覚に大きな影響を与え, 持続時間が長いモ

ーラにアクセントがあると感じる。これを利

用し, アクセントを付けることが難しい食道

発声や人工喉頭発声の発話訓練を行う場合に,
アクセントがあるモーラを長く発話するよう

指導する。 
発話時は肺に取り込んだ空気を使って声帯

振動を起こし, 有声音を作る。発話開始時は

呼気圧が高く基本周波数が高いが, 発話が進

むに従い呼気圧が低下し基本周波数が低くな

る。（基本イントネーションまたは、話調成分

と呼ばれる）この基本イントネーションの変

化幅（一息で発話する場合の最初の基本周波

数と話し終わる時の基本周波数の差）は, 健
常者では発話するモーラ数にかかわらず一定。

すなわち, 一息で発話するモーラ数を考慮し

呼気を計画的に使用している。しかし, 声門

閉鎖不全の患者では, 呼気の計画的な仕様が

難しく, 一息で発話できるモーラ数が少なく

なる。これらのことから, 一息で発話できる

モーラ数や基本周波数の変化を観測し, 声門

閉鎖不全患者の評価や発話訓練効果を評価す

る。 
さらに, 自分の音声で読み上げソフトを作

る「マイボイス」という AAC のように, 無料

で誰でも使えるものを利用した応用例も考え

られる。 

4 おわりに 
言語聴覚士のための音響学・聴覚心理学を

担当するにあたって, 教師は専門科目を学ぶ

ために特化した基礎的知識であることを意識

すること, 現状では, あまり行われていない

が, 音響分析の結果を応用した訓練, AAC の

作成など, どんな機関に就職しても気軽に実

現可能な例を紹介し, 敷居を下げていくこと

が必要であると考える。 
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